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自己紹介

知的財産部
担当課⾧、弁理士
土江 健司 (つちえ けんじ)
[担当]
AI・IoT・ソフトウェア知財業務全般
(含OSS・AIの著作権問題)
=「ダイキンらしくない」分野担当

特許事務所
(2010-2012)
特許事務所
(2010-2012)

デンソーテン
(2013-2023/8)
デンソーテン
(2013-2023/8)

ダイキン

(2023/9-現在)
ダイキン

(2023/9-現在)

液晶ディスプレイ回路の
特許出願

特許訴訟・ライセンス交渉・
求償交渉 AI・IoT・ソフトウェア知財全般

2



空気で答えを出す会社

それは快適な空気を世界中に届けることはもちろんのこと

「こんな課題にも答えを出せるんだ」という

空気をつくりだすこと。

たとえば体力を回復する空気を酸素を増やしてつくったり、

集中力を高める空気を二酸化炭素を減らしてつくることも。

ダイキンは空気の可能性を信じ、空気の可能性を引き出す研究を続ける

ことで、社会のさまざまな課題に空気で次々と

答えを出していきます。
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当社をあらわすキーワード
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企業概要
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ダイキングループ経営理念
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ダイキングループ経営理念
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ダイキングループ
サステナビリティレポート 2025

2025_all_browsing-pdf.pdf

ダイキン工業ホームページ
PCM Behaviors(抜粋)

行動指針 | ダイキンについて | ダイキン工業株式会社



事業内容
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業績の推移
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FUSION25 重点戦略11テーマ
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ソリューション事業:全体像

112025-pdf.pdf



ソリューション事業:事例
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社内外との協創を通じたイノベーションの加速
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ダイキン情報技術大学
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デジタル時代における製造業の変革～ダイキン情報技術大学におけるAI人材の育成と卒業生の活躍～｜ダイキン工業株式会社



ダイキンの知的財産活動
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環境技術の
オープン・クローズ戦略IPLの活用

グローバル

外部協創

出願・権利化・他社特許の侵害回避 他社機バラシ

クリエイティブな知財を目指して



外部協創×知財

162025_all_browsing-pdf.pdf
2025-pdf.pdf



空調機分野のオープン・クローズ戦略例
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冷媒R32を用いた空調機特許の不行使誓約

HFC-32特許権不行使の誓約 | 知的財産権の尊重 | 知的財産に関する取り組み | 
ダイキン工業株式会社

誓約文(抜粋)

Microsoft Word - Daikinˇs_Patent_Pledge_for_HFC-32_Equipment_JPN.docx



知的財産部 ソリューション知財部門
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②ポートフォリオ
構築

③AI・OSS
(著作権・ライセンス)

①知財分析

縦横斜活動
(部門・レイヤ横断)

知的財産部の枠を
「はみ出す」

ソリューションビジネス躍進の「ハブ」

ダイキンの社風



活動例 (まだまだこれからの部分が多いですが)
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②ポートフォリオ
構築

③AI・OSS
(著作権・ライセンス)

①知財分析

縦横斜活動
(部門・レイヤ横断)

・自ら足を運んで、手を動かして情報収集（あえて知財以外の情報も）
⇒開発・事業との連携の源泉・トリガ。開発・事業・知財戦略につなげる

CES

一般社団法人情報社会デザイン協会

初島会議
外部 内部

各種調査etc.

キーパーソン有識者
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②ポートフォリオ
構築

①知財分析

縦横斜活動
(部門・レイヤ横断)

・OpenChain Japan WGの会合主催
⇒社内の開発・事業・IT部門の巻き込み

Meeting-Materials/All-Member-Meeting/20241017/OpenChain 
Japan Community Day vol_32開催案内.pdf

・AIへの多面的関与
⇒ヘビーユーザー且つガバナンス関与

⇒勘所を捉えたガードレール形成

・ダイキン情報技術大学×知財部
⇒ソリューション知財リソースの強化

活動例 (まだまだこれからの部分が多いですが)

③AI・OSS
(著作権・ライセンス)
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組織として
1. AIでもそれほど結果が変わらない知財業務はAIにやらせる
2. 人が高度な知財業務にシフトするためにAIはアシストする

（AIとのハイブリッド）
3. 最新AI動向をウォッチし、社内に適した知財AIを展開して知財活動の

高度化・効率化に貢献

ダイキン知財部門のAI活用

個人として
・最終的に人が介入する工程を残して積極活用
・スピードアップだけでなく、自らの脳を拡張・強化するイメージ

（生成AI登場後、結局勉強しないといけないことが増えた…)




